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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

⽇本最⼤級のミュージアム情報サイト「アイエム」を運営する株式会社丹⻘社（本社：東京
都港区、代表取締役社⻑ ⼩林 統）は、2024 年 12 ⽉ 20 ⽇（⾦）に『ミュージアム利用動向 
2024』を発表しました。

※今回調査対象となるミュージアムは、博物館、美術館、科学館、動物園、⽔族館、植物園な
ど、「知識の体系」があり展⽰⼿法が「学ぶ」ことを主体にしている施設のことを指します。

■調査の⽬的
昨今の海外輸送費や資材・物価の⾼騰などもあり、ミュージアムも変化を余儀なくされていま

す。海外から多くの作品を借りてくる⼤型の展覧会が⽬⽴たなくなる⼀⽅で、所蔵品を中⼼に国
内の作品で構成する展覧会が増えたように感じられます。

また、⾼精細映像を⽤いて来館者に没⼊体験を味わってもらうイマーシブ型の展覧会が相次い
で開催されるなど、新しいスタイルの展覧会も定着しつつあります。

来館者に⽬を向けると、訪⽇外国⼈観光客の増加を受け、外国⼈から注⽬を集めるミュージア
ムがある⼀⽅で、経営的に苦しい環境に⽴たされているミュージアムも散⾒されます。

それらのミュージアムを取り巻く要因も意識しながら、国内のミュージアム・ファンによるミ
ュージアムの利⽤動向を総合的に調査する事で、今後のミュージアム業界への⼀助となる事を⽬
指しました。

■調査結果サマリ
ミュージアムに⾏く前にネットで調べる⼈は 93.9%と、⾏動前に情報収集するのは当たり前に。

ただ動機は年代によって異なり、若い世代は「視覚的にとらえ効率性を重視」、年代が⾼い層は「学
びや理解の深化」が主な⽬的。ミュージアムの訪問動機としてネット動画も重要に。

すべての調査結果を記載したページは下記になります。
調査結果ページ：https://www.museum.or.jp/static/museumfanresearch2024

 

 

 

〜ミュージアム訪問前に 9 割がネット検索。 
「効率重視の若者」と「深く味わうシニア世代」 ― 検索⾏動の動機を分析〜 

NEWS RELEASE 株式会社 丹⻘社 
経営企画センター 経営企画部 広報室 
〒108-8220  
東京都港区港南 1-2-70 品川シーズンテラス 19F 
Tel 03-6455-8115  Mail pr-staff@tanseisha.co.jp 
https://www.tanseisha.co.jp 

空間から未来を描き、⼈と社会に丹⻘を。 

⽇本最⼤級のミュージアム情報サイト「アイエム」、 
2024 年のミュージアム利⽤動向を発表 

2024 年 12 ⽉ 26 ⽇

いろどり 
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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

1） ミュージアム訪問前のネットでの情報収集について
・興味をもった展覧会やミュージアムの内容を、⾏く前にネットで詳しく調べますか？

・同、年代別

・同、ミュージアムに⾏く頻度別
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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

【解説】 
●興味を持った展覧会やミュージアムについて、訪問前にネットで調べるかを尋ねたところ、
「必ず調べる」と回答した⼈は 63.4%、「たまに調べる」と回答した⼈は 30.5%であった。これ

により、93.9%がミュージアム訪問前に何らかの形でネットで情報を確認していることが判
明した。 

●年代別や訪問頻度別に分析しても、若⼲の差異は⾒られるものの、「必ず調べる」と「たまに
調べる」を合わせた割合はすべてのグループで 90%以上を記録している。若年層から⾼年齢
層、さらにはヘビーユーザーからビギナーまで、あらゆる層において「ネット検索からミュ
ージアム訪問」の流れが常態化していることが明らかである。

2）ミュージアムを訪問する前にネットで調べる理由
・ネットで詳しく調べる理由は何ですか？（全体）
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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

・同、年代別

【解説】 
●若い世代は「視覚的に展⽰のイメージがわかりやすいから」「⾃分の興味がある内容か事前に

判断したいから」という動機が多い。タイパ（タイムパフォーマンス）を意識する姿勢が強く、
効率性を重視し視覚的にとらえる傾向が強いためと思われる。

●年代が⾼い層は「作家や作品などを事前に調べておくと、展覧会をより深く楽しめるから」「展
覧会名やチラシだけでは、展覧会の内容がわかりにくいから」という動機が多い。単なる娯楽
ではなく⽂化的な楽しみや学びの場として深く楽しむために、事前に調べてミュージアムを
より深く楽しんでいる。

●ネットで情報を調べる動機は年代ごとに異なるので、ミュージアム側はターゲットに応じた
情報提供を⼯夫することが必要。
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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

3）ネット上の動画視聴とミュージアム訪問の関連性について
・ネット上の動画を⾒て、展覧会やミュージアムに⾏こうと思ったことがありますか？（全体）

・同、年代別

【解説】 
●ネット上の動画が起点となりミュージアムに⾏こうと思ったか聞くと「ある」と回答した⼈は

全体で 58.4%と過半数を占め、ネット動画がミュージアム訪問のきっかけとなっていること
は明らか。

●年代別で⾒ても、50 代と 60 代では「ある」と回答した割合がそれぞれ 62.39%、61.73%と⾼
い。ネット上の動画視聴が⽇常的になっている若い世代だけでなく、⾼い年代層にもネット動
画がミュージアム訪問に影響を与えていることが分かる。
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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

【全体解説】 
今年は注⽬を集めた⼤型展覧会がいくつか開催され、美術館の前に⻑い⾏列ができる光景が⾒られる
など、多くの⼈々がミュージアムに⼤きな期待を寄せていることを改めて実感する⼀年でした。⼀⽅
で、⼊場料や図録の価格が上昇しているため、以前のように気軽に訪れるレジャーとしての側⾯は薄
れてきているのも事実です。そうしたこともあり、来館者はネットで事前に調べ、ある程度の情報を
得た上でミュージアムに⾜を運ぶ動きが強まっているのかもしれません。ミュージアム側も訪問者の
ニーズを的確に把握し、より効果的な情報発信を⾏う必要があるといえるでしょう。

■解説者プロフィール
アイエム編集⻑：古川幹夫
1966 年愛媛県⽣まれ。1990 年 株式会社丹⻘社⼊社。本社デザインセンター、（株）JDN などで空間
デザイン、オウンドメディアの⽴ち上げ・運⽤等に従事。2011 年より現職。
年間約 200 カ所のミュージアム取材を継続中。
「ぜひ会員登録をして、アイエムをより深くお楽しみください！」

<調査概要> 
調査期間：2024/11/27〜2024/12/10 
調査対象：アイエム会員 
有効回答数：1056名 
調査⽅法：インターネット調査 

＜引⽤・転載時のクレジット記載のお願い＞
本リリース内容の転載にあたりましては、「アイエム」の表記をお使いいただきますようお願いいたし
ます。
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広報室 担当：⽯綿、寺⼾ 
Tel：03-6455-8115  Mail：pr-staff@tanseisha.co.jp 
お問い合わせフォーム：https://www.tanseisha.co.jp/contact/pr 

リリースに関するお問い合わせ先 ：

■『アイエム』とは
アイエムはインターネットミュージアム（INTERNET MUSEUM）の頭
⽂字である「I」と「M」から名付けられた⽇本最⼤級のミュージアム情
報サイトで、「Life with Museum（ミュージアムのある暮らし）」をコンセ
プトに運営しています。ミュージアムの施設情報や企画展・イベントなど
の情報をご紹介しているほか、独⾃の取材レポート、学芸員の募集情報、
展覧会のチケットプレゼントなど多彩なコンテンツで、全国のミュージア
ムファンにご利⽤いただいています。また、ミュージアムの広報⽀援とし
て、各種プロモーションや調査なども幅広く承っています。
アイエム
https://www.museum.or.jp/

■ 本リリースに関するお問い合わせ先
株式会社丹⻘社 広報室 担当:⽯綿、寺⼾ Mail: pr-staff@tanseisha.co.jp Tel: 03-6455-8115

■ アイエムに関するお問い合わせ先
株式会社丹⻘社内 インターネットミュージアム事務局 Mail: office@museum.or.jp Tel: 03-6455-8137

※ニュースリリースに掲載された内容は発表⽇現在のものです。
その後予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。

■ 丹⻘社について
「こころを動かす空間づくりのプロフェッショナル」として、店舗などの商業空間、博物館な
どの⽂化空間、展⽰会などのイベント空間等、⼈が⾏き交うさまざまな社会交流空間づくりの
課題解決をおこなっています。調査・企画から、デザイン・設計、制作・施⼯、デジタル技術
を活かした空間演出や運営まで、空間づくりのプロセスを⼀貫してサポートしています。 

社名 ： 株式会社丹⻘社
所在地： 東京都港区港南 1-2-70 品川シーズンテラス 19F 〒108-8220（本社）
創業 ： 1946 年 10 ⽉
資本⾦： 40 億 2,675 万 657 円（2024 年 1 ⽉ 31 ⽇現在）
上場 ： 東京証券取引所プライム市場 （証券コード：9743／業種名：サービス業）
URL ： https://www.tanseisha.co.jp


